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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.１

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
１ 学校運営の充実 （全体レベル） ・ コロナの影響が ・ アグリ吉野川（

① 専門教育を深化させるとともに，農・ ① アグリ吉野川やスクールカフェ吉野川を ① アグリ吉野川（鴨島駅前にぎわいづ Ｂ 大きく，イベント 校内）は，鴨島駅
商併設のメリットを生かし，地域や社会 持続的に開催する。 ８回以上 くり）は，６回開催した。スクールカ 等がやりづらかっ 前にぎわいづくり
の要請を視野に入れた特色ある学校づく フェ吉野川は，１回開催した。 Ｂ （所 見） た年度である。今 として，空き店舗
りをチームとして推進する。 計７回 ・ アグリ吉野川（校 後，コロナが収束 （校外）で実施を

内）は鴨島駅前にぎ すれば，高校生に に農産物販売にと
② 地域の行政や事業所等との連携を深め ② 地域の行政や事業所等との連携を行う。 ② スーパーでの販売，農産物のふるさ わいづくりとして， もチャンスがやっ どまらず，地域と
地域の教育力を生かした教育活動を展開 年間４回以上 と納税返礼品採用，技術指導や商品開 Ａ 空き店舗（校外）で てくる。それを見 の交流や振興に寄
する。 発等 年間25回 実施した。スクール 据えて，新しいコ 与していきたい。

カフェ吉野川はコロ ンテンツを作って スクールカフェ吉
③ 教職員研修の充実を図ることにより教 ③ 学校訪問や初任者研修など，研究授業を ③ 初任者研究授業等 ８回 ナ禍の影響もあり， いくのもいいので 野川は，コロナ感
職員の資質向上に努め，学校全体の教育 行う。 年間６回以上 学校訪問 １回 年１回の開催にとど はないか。 行い，従来の運営
力を向上させる。 年間９回 Ａ まった。収束状況を に戻したい。

見極め，開催回数を ・ 外部の人に高校
④ 教職員が高い倫理観と使命感を持って ④-1 職員共有サーバーの利用を有効に活用 ④-1 校内（内部）サーバのファイルフ 増加させたい。 のことをより知っ ・ 行政や事業所と
業務にあたるとともに，業務の効率化に し業務の効率化を図るとともに，情報資産 ォルダの整理を実施した。情報資産の てもらえるよう， の連携では，農業
努めワーク・ライフ・バランスを図る。 持ち出し管理シートの活用を実施する。 持ち出しは，管理職の押印を徹底した。 ・ 行政との連携によ 次年度はホームペ 科及び商業科とも

100％ 100％ り，本校農場生産物 ージの更新に力を 密に連携を図り，
④-2 情報セキュリティに関する規約の遵守 ④-2 規約チェックのアンケートの実施 であるシャインマス 入れたらよりいい 専門教育を充実さ
並びに教職員全体での意思を統一する。 ウイルスチェック 12回 Ｂ カットが，ふるさと と考える。 せる一助となって

ウイルスチェック 年６回以上 納税返礼品に選ばれ いるが，担当教職
④-3 出退勤管理システムを活用して，管理 ④-3 毎週，超過勤務の時間をチェック ている。事業所等の ・ 家庭等の状況に 員の負担軽減が課
職が教職員の勤務時間を把握する。週１回 した。 週１回 ノウハウを農業・商 よって，生徒のＩ 題である。

業教育の充実に生か ＣＴの格差はある
⑤ ホームページ等を活用し，積極的に教 ⑤ 学校ホームページの更新 年100回以上 ⑤ 学校ホームページの更新 していきたい。 のか。 ・ 研究授業は，教
育活動に関する情報発信を行い，開かれ 年37回 Ｃ 職員の指導力向上
た学校づくりを推進する。 ・ 初任者及び２年次 ・ 先生の授業でス に資する機会であ

の教職員を対象とし ライド等を活用す り，積極的に実施
⑥ 「とくしまの学校における働き方改革 ⑥ 「働きやすい職場環境づくり」や「業務 ⑥ タブレット端末や電子黒板の利用 た研究授業（教科・ れば，毎年使える 授業の授業いよう
プラン」を推進する。 の効率化」を目指し，ＩＣＴ環境を活用す 教育Joruriの学校掲示板の活用回数 Ａ 人権教育）や県教委 し，時短にもなり， に調整をしていく。

る。校内掲示板の活用回数 年30回以上 年32回 訪問時の研究授業を 「働き方改革」に
実施し，参観者の授 つながるのではな ・ ＵＳＢや定期考

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 業力向上に努めた。 いか。 査の答案用紙の持
① 地域や社会に対応できる特色ある学校 ① アグリ吉野川やスクールカフェ吉野川の ① アグリ吉野川（鴨島駅前にぎわいづくり） ち帰り等は，常に
づくりの推進事業をチームとして推進 実施する日時をホームページやチラシの配 開催のチラシをそれぞれ1,000枚印刷し，広 ・ 職朝の伝達事項の 管理職の許可をた

布を通して地域住民の方々に周知する。 報に努めた。また，学校ホームページで周知 記入や各種行事の写 上で持ち出しをし
した。 真保存等で，共有フ ていた。また，ウ

② 「エシカル消費」の取組の推進 ② 「エシカルクラブ」を中心として，校 ② 生徒が教職員を対象に啓発を行った。パネ ォルダを利用してい イルスチェックや
内外での発表の機会を設けることにより普 ル等を掲示し，普及・啓発に努めた。 る。情報資産持ち出 を定期的に行うこ
及・啓発に努めＳＤＧｓと「エシカル消費」 ４回 し管理シートを活用 とができた。情報
の推進を図る。 ３回以上 し，管理を徹底した。 セキュリティポリ

③ 各教員が研修をとおして資質の向上 ③ 研究授業の参観及び研究協議を実施し, ③ 研究授業８回（再掲）及び授業参観週間２ 員の意識は高いの
授業力向上を図る。 ６回以上 回を実施した。 計10回 ・ 出退勤システムを で，次年度も継続

利用して，超過勤務 していく。
④ 情報セキュリティポリシー遵守の徹底 ④-1 職員共有サーバーを活用し，校務の効 ④-1 職朝の伝達事項の入力等に共有サーバー が，働き方改革に資
と出退勤管理システムの活用によるワー 率化を図るとともに，資産管理シートの活 を有効に活用した。資産管理シートの活用の する超勤抑制を今後 ・ 学校ホームペー
ク・ライフ・バランスの適正化 用の徹底を図る。 徹底を図ることができた。 も目指していく。 ジの更新回数につ

いては，学校行事
④-2 情報セキュリティポリシーを遵守し情 ④-2 情報セキュリティポリシーのアンケート ・ 学校ホームページ を中心に掲載を増
報漏洩防止を図る。 を実施し，意識の高揚に努めた。 の更新回数は大幅に やしたい。ただし，

減少したが，マスコ 保護者や生徒への
④-3 出退勤管理システムを適切に運用し活 ④-3 超勤時間を把握し，ワークライフバラン ミ等に教育活動の広 迅速な伝達につい
用する。 スの実現に努めた。 報を積極的に行い， ては，従来どおり

新聞に年15回掲載さ さくらメールを用
⑤ マスメディアを活用した広報やホーム ⑤ 保護者や地域に，本校の特色や学習活動 ⑤ 学校ホームページの更新回数は減少したが， れた。 いる。
ページの充実，学校行事の公開等，積極 などを積極的かつリアルタイムな情報を提 生徒及び保護者が登録したシステムを利用し
的な情報発信 供できるよう，ホームページの更新や充実 て,迅速な情報提供を行った。 ・ タブレット端末や ・ 学校教育の質を

を図る。 電子黒板を授業で有 落とさずに，働き
効活用できた。教育 方改革を推進する

⑥ 働き方改革の推進 ⑥-1 生徒に向き合う時間を創出し，教育の ⑥-1 ７月及び12月の2回，アンケートを実施 Joruriの学校掲示板 ためには，業務の
質の向上に務める。アンケートを実施する。 することができた。 を用いることにより 平準化を一層推し

年２回 紙媒体での周知を削 進める必要がある。
⑥-2 校務処理の電子化の推進と共有化を図 ⑥-2 教育Joruriの学校掲示板の有効活用及び 減し，ペーパーレス 特定の教職員に業
る。 アンケートの電子化を促進した。 化を推進することが 務が集中しないよ

できた。 うに，改善を目指
す。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.２

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
２ 確かな学力の育 （全体レベル） ・ 高校生は専門的 ・ 引き続き，販売
成 ① 基礎的・基本的な知識・技能を習得さ ①-1 学力向上に関する職員研修・教科会の ①-1 学力向上に関する職員研修・教 Ｂ な知識を得ている 実習やカフェの活

せ思考力・判断力，表現力等を育み，主 実施 各学期１回以上 科会の実施 各学期１回実施 段階であるが，大 動を充実させ，農

体的に学習に取り組む態度を養い，多様 （ 所 見 ） 人から学べること 商連携を通じて，

な人々との協働を促す。 ①-2 基礎学力の定着や学習意欲の喚起を目 ①-2 課題テストの実施 もある。社会人に 生徒一人一人がよ
的とした課題テストの実施 各学期１回 各学期１回 ・ 生徒の授業満足度 なったときにすぐ り一層成果をを実

基礎学力向上取組満 に役立つスキルも 感できるよう支援
①-3 学校評価アンケート ①-3 学校評価アンケート 足度は普通・専門教 身につけてほしい。 していく。実習で
・生徒 授業満足度 85％以上 ・生徒 授業満足度 86.2％ 科ともに高い数値結 体験したことを授
・生徒 基礎学力向上にむけた取組満足度 ・生徒 基礎学力向上取組満足度 果となった。保護者 ・ 高校生の発想力 業に取り入れ，会

普通教科 85％以上 普通教科 93.5％ Ａ の充実度も目標数値 を活用したり，チ 社を作り売上金を
専門教科 85％以上 専門教科 94.6％ を達成した。教科会 ームで何かしたり 用いてシミュレー

・生徒 定期考査期間中の家庭学習実施率 ・生徒 家庭学習実施率 73.9％ を学期ごとに開催 することが，地域 ションしてみるな
70％以上 し，教員間での意思 貢献につながると どの新たな取組を

・保護者 学力向上・学習内容充実度 ・保護者 学力向上・内容充実度 疎通を図り，授業改 実践的でいいので 行う。社会に出て
80％以上 84.8％ 善についての話し合 はないか。そうい から実際に役立つ

・職員 授業における新聞の活用度 ・職員 授業における新聞の活用度 いが行えた結果と考 ったコンテンツが 力である本当の学
70％以上 53.3％ えられる。 あれば，取り入れ 力を身につけさせ

①-4 図書館の利用促進 ①-4 図書館の利用促進 てほしい。 る働きかけをして
・図書館貸出冊数 900冊以上 ・図書館貸出冊数 501冊 ・ 教員アンケートで いく。
・図書館入館者数 2,000人以上 ・図書館入館者数 2029人 「授業改善を行って ・ エシカル関係が
・図書館蔵書満足度 80%以上 ・図書館蔵書満足度 57.6％ いる」と答えた教員 教育に取り入れら
・図書館だよりの発行回数 年９回 ・図書館だよりの発行回数 ９回 は91.1％である。電 れてから，世の中 ・ 図書館の利用を

子黒板やタブレット に浸透している。 促す方法として，
も有効に活用されて クラス持ち回りで

② 個性の伸張を図り，専門的な知識・技 ② ② おり，生徒の興味・ ・ 主権者教育のア 図書委員が一人一
術を習得させ，スペシャリストとしての ［農業］ ［農業］ 関心に応じたわかり ンケートで「政治 冊本を借り，その

基礎をつくる。 ・フラワー装飾･室内園芸装飾技能検定 ・フラワー装飾技能検定３級 やすく魅力ある授業 や選挙に対する関 本の感想や紹介文
３級 合格率 100％ の取り組みが行われ 心は高まっていま を各クラスに掲示

生物活用科３年 受験率 100％ ・室内園芸装飾技能検定３級 るようになったと考 すか」という質問 する。また，各学
合格率 100％ 合格率 45.5％ えられる。 に対する回答にお 期のイベントごと

・日本農業技術検定３級 いて，生徒と保護 に関連する書籍を
・日本農業技術検定３級 受験率 100％ 者に開きがかなり 紹介するなどの工

農業科学科，生物活用科１年 合格率 66.7％ ・ 生徒の家庭学習実 ある。なぜこれほ 夫を行っていく。
受験率 100％ ・日本農業技術検定２級（２/２） Ｂ 施率が昨年度の60％ ど開きがるのか。 言語能力を高める

合格率 90％以上 受験率 100％ から大きく上昇し， 両者間の感覚にギ ために，１年次か
合格率 100％ 目標数値を達成でき ャップがあるのか。 ら読書の有効性を

た。授業態度も落ち 伝え，最終学年の
着いており，基本的 進学・就職につな

［商業］ ［商業］ な学習習慣を身につ げる指導を３年間
・(１年)全商３級１種目以上 取得率100％ ・(１年)全商３級１種目以上 けた生徒が少しずつ を通じて行ってい
・(２･３年)全商２級１種目以上 取得率92.0％ 増えている傾向があ く。

取得率 70％以上 ・(２･３年)全商２級１種目以上 る。
・全商１級１種目以上 取得者 20名以上 取得率 63.3％
・全商１級２種目以上 取得者 10名以上 ・全商１級１種目以上 12名 ・ 農業科・商業科
・全商１級３種目以上 取得者 ５名以上 ・全商１級２種目以上 ２名 ・ 図書館の利用促進 とも，来年度も引
・日商簿記３級合格 ２名以上 ・全商１級３種目以上 １名 については，入館者 き続き，各生徒が

・日商簿記３級合格 １名 数は大きく上昇し目 資格取得の意義を
標数値を達成したも 自覚し，目標を持
が，貸出冊数が昨年 って補習等に積極
度を下回った。「朝 的に参加できる体

③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 ③-1 公開授業週間の参観率 80％以上 ③-1 公開授業週間の参観率 70.9％ 読週間に真面目に取 制を整えていく。
に向けた授業改善を行う。 ③-2 「主体的・対話的で深い学び」の視点 ③-2 「主体的・対話的で深い学び」 り組んでいるか」と

に立った研究授業の実施 年３回以上 研究授業の実施 年12回 いうアンケートに対
③-3 「主体的・対話的で深い学び」の視点 ③-3 「主体的・対話的で深い学び」 し，89.7％の生徒が ・ ＳＤＧｓやサス
に立った教科会等の実施 年３回以上 教科会等の実施 年４回 真面目に取り組んで テナブルと関連さ

③-4 生徒による「授業改善のためのアンケ ③-4 12月の「授業改善のためのアン Ａ いると回答してお せながら，より一
ート」の実施 年２回 ケート」の実施 年１回 り，自分で購入した 層「エシカル消費」
・「学びの見通しと振り返り」，「学習規律」， ・「学びの見通しと振り返り」，「学 本を持ってきている を身近なものとし
「安心と受容」，「主体的能動的学び」の各 習規律」，「安心と受容」，「主体的能 生徒が多くなったこ て捉えることがで
項目に「あてはまる」と回答した生徒 動的学び」の各項目に「あてはまる」 とも要因と考えられ きるよう引き続き

80％以上 と回答した生徒 82.4％ る。本を読む習慣は 指導を充実させて
徐々に身についてき いく。
ている。

④ 主権者意識を高める教育を推進する。 ④-1 主権者教育に関するホームルーム活動 ④-1 ホームルーム活動，学校行事の
や学校行事の実施 年２回以上 実施 １回 ・ 生徒は実際に投

・ 農業科は，室内園 票箱等を用いて模
④-2 ｢政治や選挙への関心が高まった｣と回 ④-2 ｢政治や選挙への関心が高まっ Ｂ 芸装飾技能士は５名 擬投票を行ってい
答した生徒 75％以上 た｣と回答した生徒 73.6％ の合格であった。フ るため，高まって

ラワー装飾技能士は いるという感覚が
全員合格であった。 生まれたと考えら

⑤ 消費者教育（「エシカル消費」を含む） ⑤-1 消費者教育（「エシカル消費」を含む） ⑤-1 消費者教育（「エシカル消費」 日本農業技術検定３ れる。
を推進する。 に関する学校行事の実施 年２回以上 を含む）の学校行事の実施 ２回 級で目標値に届かな

⑤-2 「エシカル消費を身近なものと捉える ⑤-2 「エシカル消費を身近なものと かったが，高い合格
ことができる」と回答した生徒 70％以上 捉えることができる」と回答した生 Ａ 率であった。２級は

徒 88.5％ 全員合格することが
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できた。
・ ３年生を対象に
した主権者教育出
前授業を次年度も

活動計画 活動計画の実施状況 引き続き実施する
のみならず，選挙

（下位組織レベル） ①-1 学力向上委員会において取組の検証を ①-1 学力向上委員会において取組の検証を行 ・ 商業科はほとんど 管理委員会から借
① 基礎学力の向上に向けた取組の実施 行う。 った。 の項目で目標値に達 りた投票台や投票

①-2 ４月に基礎力診断テストを，９月と１ ①-2 ４月に基礎力診断テスト，９月と１月に することができず， 箱を利用しての生
月に一部外部テストを利用した実力テスト 基礎学力テスト（一部教科は外部テスト）を 課題が残った。 徒会の役員選挙等
を実施し，基礎力の定着具合を把握する。 実施し，基礎力の定着具合を把握した。 を通じ，身近な機

①-3 生徒・保護者・職員を対象とした学校 会を捉えて主権者
評価アンケート結果を用いて取組の検証を ①-3 生徒・保護者・職員を対象とした学校評 ・ 公開授業参観率が 意識の高揚を図っ
行う。 価アンケート結果を用いて，取組の検証を実 大きく上昇した。研 ていきたい。

①-4 図書館だよりを発行したり，図書委員 施した。 究授業を行った教員
による呼びかけや購入希望図書アンケート ①-4 図書館だよりを発行したり，図書委員に が増え，参観する教
を実施したりすることで，図書館の積極的 よる呼びかけや購入希望図書アンケートを実 員も増えた。
な利用や貸出冊数の増加を図る。 施したりすることで，図書館の積極的な利用

や貸出冊数の増加を図った。
・ アンケート結果か
ら，タブレットを使

② 資格試験の実施に関して，生徒への周知 ②-1 資格試験の実施に関して，生徒への周知 用することで興味・
② 各種資格取得の奨励と補習体制構築に を徹底する。また，取得率向上に向けて， を徹底している。また，取得率向上に向けて 関心を持って学習に

よる合格率の向上 補習体制を強化する。 補習を実施した。 取り組めていると答

えた生徒が87％とい
う結果であった。電

③-1 公開授業週間を学期に１回ずつ実施し ③-1 公開授業週間を学期に１回ずつ実施した。 子黒板やタブレット
③ 授業改善の推進 授業改善の機会とする。 の効果的な使用がで

③-2 研究授業を実施し，研究協議を通して ③-2 研究授業を実施し，研究協議を通して授 きていると考えられ
授業改善を図る。 業改善を図った。 る。

③-3 公開授業週間後に，教科会等を開き情 ③-3 公開授業週間後に教科会等を開き，情報
報交換，情報共有を図る。 交換，情報共有を図った。

③-4 生徒による授業評価を主要教科で行い ③-4 生徒による授業評価を主要教科で行いそ ・ 一昨年まで実施し
その結果をもとに授業改善を図る。 の結果をもとに授業改善を図った。 ていた吉野川市選挙

管理委員会から投票
③-5 タブレットの導入に伴い様々なツール ③-5 各教科でタブレットを効果的に使用し， 箱や記載台を借りて
を用いることで生徒の興味・関心を促し， 生徒が興味・関心を持てるよう促した。より 実施していた生徒会
基礎学力の向上を図る。ＰＤＣＡサイクル 良い授業作りのために，ＰＤＣＡサイクルに 役員の選挙は，感染
に基づいた取組を行い，積極的かつ効果的 基づいた取組を行った。 防止の観点から今年
に活用する。 度も実施できなかっ

た。

④ 公民科をはじめとした各教科の授業や ④-1 主権者教育指導計画に基づいて実施す ④-1 主権者教育指導計画に基づいて実施した。
ホームルーム活動，学校行事等の実施 る。 ・ ７月に，３年生を

④-2 生徒を対象としたアンケートを実施す ④-2 生徒を対象としたアンケートを実施した。 対象とした主権者教
る。 育の出前講座を実施

することができた。
⑤ 各教科の授業やホームルーム活動，学 ⑤-1 事業計画書に基づいて実施する。 ⑤-1 事業計画書に基づいて実施した。 講義だけでなく，立
校行事等の実施 ち会い演説や模擬投

⑤-2 生徒を対象としたアンケートを実施す ⑤-2 生徒を対象としたアンケートを12月に実 票を実施することで
る。 施・集計した。 生徒の主権者意識の

高揚に大いに役立っ
た。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.３

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
３ 生徒指導の徹底 （全体レベル） ・ いじめの形とし ・ ３年間続いたコ

① 基本的生活習慣の確立を図り，身だし ①-1 校門での登校指導実施率 100％ ①-1 校門での登校指導実施率 100％ Ｂ ては，目に見える ロナ禍の影響から

なみを整え，規範意識や道徳心を高める ①-2 校内外巡視の実施 100％ ①-2 校内外巡視の実施 100％ ものは減ってきて か，生徒の行動様

生徒指導を推進する。 ①-3 頭髪服装指導時における違反率 ①-3 頭髪服装指導時における違反率 （ 所 見 ） いると思うが，ど 式に内向きな変化

各学年3.5％以下 １％ のようなものが起 が現れてきている

学校評価アンケート Ｃ ・ 本年度も新型コロナ こる傾向にあるの ように思われる。

・生徒服装頭髪 90.0％ ウイルス感染症拡大の か。 コロナ後に現れる

・教職員服装頭髪 71.1％ 影響で，対面で行われ であろう生徒の変

・保護者服装頭髪 93.5％ る予定だった生徒指関 ・ もし，いじめに 化にも対応できる

①-4 遅刻指導の徹底遅刻率 1.2％以下 ①-4 遅刻指導の徹底 遅刻率 2.68％ 係の行事もリモート形 あった場合にどの よう，生徒の些細

式での実施にせざる得 ように対処するの な変化を見逃すこ

② 教職員の共通理解のもと，保護者や地 ②-1 生徒指導委員会の決定事項・検討事項 ②-1 生徒指導委員会の決定事項・ なかった。 か，という教育も となく，適切なア

域社会との連携を密にし，信頼感に満ち の教職員への伝達の徹底 随時 検討事項の教職員への伝達を,必要 必要になってくる ドバイスや指導を

た生徒指導を推進する。 に応じて徹底した。 ・ 生活面で改善が必要 のではないか。対 継続して行ってい

②-2 保護者・地域住民からの苦情や相談の ②-2 保護者・地域住民からの苦情や Ｂ な生徒の保護者に来校 処法を学ぶことで， きたい。

処理を徹底 随時 相談があった事案については，真摯 していただき，改善に 社会に出たときハ

に対応した。 向けての意見交換等も ラスメント等にあ ・ ＳＮＳによる誹

十分に行うことができ ったときに役立つ。 謗中傷等の友人間

③ 学校いじめ防止基本方針に基づき，い ③-1 学年別の情報交換会実施 毎学期１回 ③-1 学年別の情報交換会を毎学期１ なかった。そのため， トラブルが顕在化

じめの早期発見・早期対応に努める。 ③-2 いじめのアンケートの実施 年３回 回実施した。 指導の徹底が難しく， ・ 現時点で不登校 し，大きな生徒指

③-3 いじめ行為等の事案が発生した時には ③-2 いじめのアンケートを毎学期初 遅刻数や頭髪服装の内 の生徒はいるのか。 導上の問題となっ

速やかに委員会を開き適切に対応する。 めに実施し，いじめや嫌がらせの早 Ａ 規違反を何度も繰り返 ている。遅刻回数

随時 期発見・早期対応に努めた。 す生徒が多く見受けら ・ 学校がおもしろ の多い生徒の表情

③-3 必要に応じて,随時実施した。 れ，遅刻率では目標と くないという理由 に気を配る等，個

する数値には届かなか で，学校に行かな 別面談や声かけを

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 った。 い子もいると聞く。 行い，家庭との連

① 日常的な生活指導による基本的生活習 ①-1 毎朝校門で頭髪服装指導を中心とした ①-1 毎朝校門で頭髪服装指導を中心とした そのような子がい 携を深める中で，

慣の確立 登校指導を実施する。 登校指導を実施した。 ・ 服装頭髪に関する学 た場合，家庭と連 トラブルの未然防

①-2 生徒指導課を中心に，毎月１回，学校 ①-2 生徒指導課を中心に，毎月１回，学校 校評価に関するアンケ 携して対処したり， 止や早期解決に努

安全の日を実施し，学校周辺の安全確保を 安全の日を実施した。 ート結果を昨年と比較 迷惑行為を起こさ めていきたい。

図る。 すると，保護者の評価 せないような指導

①-3 生徒指導課を中心に，毎月１回，全校 ①-3 生徒指導課を中心に，基本的に毎月１ は93.5％と約６％上昇 をしたりはしてい ・ 保護者の協力も

集会時に服装頭髪検査を行い，事後指導・ 回全校集会時等を利用して服装頭髪検査を しているものの，生徒 るのか。 得ながら，遅刻回

継続指導を徹底する。 行い，事後指導・継続指導を徹底した。 自身の評価は-2.6％の 数が減るよう働き

①-4 遅刻が多い生徒との面談等を実施し改 ①-4 遅刻が多い生徒との面談等を実施し改 90％，教職員の評価も ・ 遅刻に関して， かけたい。

善を図る。 善を図った。 約-16％の77.1％と昨 クラスによって差

年より下がっている。 があると書いてあ ・ 校内のみならず

② 保護者，地域社会，関係機関との連携 ②-1 職員朝会において共通理解を図る。 ②-1 随時，職員朝会において共通理解を図 保護者から得られた回 るが，どのような 警察と連携し，よ

②-2 保護者や地域住民・補導センターの苦 った。 答は数値が高くなって 違いがあるのか。 り強い交通安全の

情や相談に対して，迅速かつ誠実に対応す ②-2 保護者や地域住民・補導センターの苦 いるが，この結果はア 呼びかけを定期的

る。 情や相談に対して，迅速かつ誠実に対応し ンケートに協力的な保 に行い，交通事故

た。 護者のみによるもので の未然防止を図り

あることを考慮すると たい。

③ 教職員間での情報の共有化及び連携強 ③-1 年度初めには学年別に情報交換会を行 ③-1 年度初めに学年別に情報交換会を行い， 実質的には生徒や教職

化 い，生徒の家庭環境や学校生活に関する情 生徒の家庭環境や学校生活に関する情報を 員の方が現状をより反 ・ 教員それぞれが

報を共有する。 共有した。 映しているように思わ 生徒指導観や価値

③-2 アンケートの結果により，面談等を実 ③-2 アンケートの結果により，面談等を実 れる。 観を持つ中で，一

施し早期発見に努める。 施し早期発見に努めた。 体感を持った生徒

③-3 事案が発生時，迅速に組織的な対応を ③-3 事案の発生時には，迅速かつ組織的な ・ 遅刻率に関して2.68 指導を行う難しい

行う。 対応を心がけた。 ％と，目標を達成でき 環境にあるが，教

なかった。その原因と 職員間で共通理解

しては，特定の数人が を図り，統一した

何度も遅刻を繰り返す 生徒指導を行える

ことが挙げられる。３ よう，努めていき

クラスが４％を超え， たい。

全体の数字を大きく引

き上げた。その一方１

％に満たないクラスも
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４クラスあるなどクラ ・ 本年度，夏休み

スによる違いが大きか 前に小松島海上保

った。また，１学期平 安庁と連携し，新

均は1. 34％であった たに「水難事故防

が，２学期は2.8％に 止講習会」を実施

なる等，進路が決定し した。コロナの感

た３年生の生活リズム 染拡大を受けリモ

の乱れが原因であると ートでの開催とな

思われる。 ったが,海水浴時に

おける「離岸流」

や「危険な水中生

物」への注意喚起

を,海上保安庁の職

員に行ってもらう

ことで，水難事故

防止に向け，より

強い働きができた

ように思われる。

・ 毎年10月半ばに

行っている自動車

運転免許取得説明

会において，新た

に阿波吉野川署の

交通課長に交通安

全講話を行っても

らった。長年の勤

務経験の中で感じ

てこられた交通事

故の恐ろしさや悲

惨さを，保護者や

生徒に直接語りか

けていただいた。

例年以上に有意義

な説明会が実施で

きた。

・ いじめや嫌がら

せにあった生徒を

守ることを最優先

に考えながら，加

害生徒には毅然と

した態度で指導に

あたる。

・ ＳＮＳにおいて，

問題が起こらない

ようにする指導を

今後も継続してい

く。

・ 保護者だけが悩

みを抱え込まない

ように，今後も保

護者と密に連携を

取っていく必要が

ある。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.４

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

４ 人権教育及び特 （全体レベル） ・ 人権映画鑑賞会 ・ 人権ＨＲ活動の

別支援教育の推進 ① 人権尊重を基盤とする普遍的・個別的 ①-1 人権学習ホームルーム活動についての ①-1 人権学習ホームルーム活動につ Ｂ ではＰＴＡを交え 満足度は高いが，

な視点に立ち，学校教育活動全体を通し 生徒の満足度 70％以上 いての生徒の満足度 89％ Ａ てとあるが，保護 どれだけ生徒の意

た人権教育を推進する。 ①-2 人権教育教職員研修の実施回数年８回 ①-2 人権教育教職員研修 ８回実施 （ 所 見 ） 者の方も多く参加 識向上につながっ

してくれていたの ているかを検証す

② 自他を大切にする心や態度を育成する。 ②-1 人権映画会の生徒の満足度 80％以上 ④-1 人権映画会の生徒の満足度 ・ 人権学習ＨＲ活動は か。 ることはできてい

90％ 学年単位で熱心な研修 ない。毎年実施し

②-2 文化祭展示用ポスター･標語･書道作品 ②-2 文化祭展示用ポスター･標語･書 を実施し授業に臨め， ている意識調査を

を作成する。 １年生全員提出 道作品 授業選択者全員提出 Ａ 生徒にとって充実した 精査し，さらなる

活動となった。各教室 満足度につなげた

②-3 人権の日の人権委員による啓発活動 ②-3 人権の日の人権委員による啓発 に電子黒板が設置され い。

年９回 活動 年９回実施 たことにより，動画や

写真がわかりやすく提 ・ 人権映画会も満

示された他，生徒のグ 足度が高かったが，

③ 特別支援教育を推進し，個々に応じた ③-1 教育相談ケース会の実施回数 年１回 ③-1 教育相談ケース会 実施せず ループ学習にもうまく ＰＴＡとのタイア

支援を行う。 (必要に応じて適宜) 使われたことが，満足 ップ行事であった

③-2 心とからだの健康調査の活用 年３回 ③-2 心とからだの健康調査 度にも反映している。 にもかかわらず，

年３回実施 保護者の参加は少

③-3 特別支援教育研修会実施回数 年１回 ⑤-3 特別支援教育研修会 実施せず Ｂ ・ 人権映画鑑賞会は なかった。事前の

③-4 二者面談・三者面談に人権・相談課員 ③-4 二者面談・三者面談に人権・相 「彼らが本気で編むと 広報をすることで，

の同席 適宜 談課員の同席 要請なし きは，」を鑑賞した。 参加者を増やした

③-5 障がい者雇用希望者への職場見学，就 ③-5 該当生徒がおらず実施せず。 ＰＴＡ研修も兼ねての い。

労体験の情報提供 適宜 実施であり，親子で共

通の映画を見たことに ・ 職員研修会がＨ

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 より家庭内での話題と Ｒ活動の研修中心

① 人権学習ホームルーム活動の充実 ①-1 人権教育主事と学年主任・担任との連 ①-1 学年団が主体となった人権ホームルー なることが期待でき であったが，職員

携を図り人権ホームルーム活動内容を準備 ム活動研修会が実施できた。 る。ＬＧＢＴＱがテー からは様々な研修

する。 マとなっており，高い の要望が出ている

①-2 様々な人権課題について実態から学ぶ ①-2 災害と人権をテーマにワークショップ 満足度を得られた。 ので，外部講師を

研修を実施する。 中心の教員研修会を実施 招聘するための各

・ 書道，美術の授業で 種事業も利用しな

② 人権啓発活動の充実 ②-1 人権映画鑑賞によって人権意識を高め ②-1 ＬＧＢＴＱがテーマの映画鑑賞会を実 人権に関する制作に取 がら，実現させた

る。 施した。 組，生徒の人権意識向 い。

②-2 夏季休業中の人権学習課題として，生 ②-2 人権標語と「ホットＨＯＴメッセージ」 上に役立っている。特

徒から啓発作品を募集する。 の取組に全生徒が参加 にポスターの制作はレ ・ ポスターや書道

②-3 「人権の日」の事前に人権委員会を開 ②-3 人権委員会 年間10回実施 ベルが上がり，西部ブ 作品は引き続き授

き，人権委員の研修を実施する。 ロックでの優秀作品と 業で制作に取り組

②-4 ＳＤＧｓの視点からの啓発活動を実施 ②-4 家庭クラブと連携し，こども食堂への して３点も取り上げら むが，次年度の作

し，エシカルクラブや家庭クラブとの連携 ボランティアを４回実施 れた。 品制作の参考にす

を図る。 るため，展示方法

②-5 社会問題研究部の活動を活性化し，中 ②-5 中高生による人権交流事業への参加者 ・ 「災害と人権」に関 の工夫をする。

高生による人権交流事業への参加者を増加 は昨年度５名から12名に増加した。 する職員研修会につい

させる。 ては，参加人数こそ少 ・ 自主活動として

なかったが内容は充実 こども食堂へのボ

③ 教育相談・特別支援教育の充実 ③-1 共通理解を図るため，教育相談ケース ③-1 教育相談ケース会は実施しなかったが， しており，参加者の満 ランティアや中高

会を実施する。 担任を中心に教職員間の共通理解を図った。 足度は，非常に高かっ 生による人権交流

③-2スクールカウンセラーとの連携を図る。 ③-2 スクールカウンセラーと連携できた。 た。 事業へ参加してい

③-3 心とからだの健康調査を実施する。 ③-3 各学期1回実施し，結果を利用できた。 るが，積極的に運

③-4 特別支援教育の理解を進めるため，研 ③-4 特別支援教育研修会は実施せず。 ・ スクールカウンセラ 営に参加できるよ

修会を実施する。 ーは生徒のみならず， うに働きかける。

③-5 相談内容に応じて，関係機関との連携 ③-5 相談の要請はなく実施せず。 教員にとっても果たし

・相談を図る。 ている役割は大きい。 ・ スクールカウン

③-6 地域の障がい者就労支援機関に協力を ③-6 該当生徒がおらず実施せず。 スクールカウンセラー セラーは引き続き

依頼する。 の専門知識が学級経営 設置を希望する。

にも大きく役立ってい スクールカウンセ

る。 ラーの本校での役

割は大きい。教員

や保護者がより利
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・ 様々な研修会の要請 用しやすいよう広

はあるが，多忙な年間 報活動を展開する。

行事の中に組み込むこ

とができなかったこと ・ 様々な生徒が在

は残念である。 籍する中，教育相

談や特別支援教育

の研修ができてい

なかったので，計

画したい。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.５

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

（全体レベル） 評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

５ 進路指導の充実 ・ 求人が１人につ ・ 就職については，
① キャリア教育を通して，望ましい勤労 ①-1 外部講師招聘回数 年３回 ①-1 外部講師招聘回数 ３回 Ｂ き７～８社という 今年度についても
観・職業観の育成と自らの将来設計の構 ①-2 校内・校外ガイダンス実施 年３回 ①-2 校内・校外ガイダンス実施 のはすごいことで コロナ禍の影響な
築を図る。 ①-3 進路補習実施 11回 Ａ （ 所 見 ） ある。生徒が選べ どが要因となり，

夏期休業中に５回以上 ①-3 進路補習実施 ４回 る環境にあるのは 求人数は昨年度よ
①-4 企業見学・職場体験の実施 ①-4 企業見学・職場体験の実習 ・ 学期ごとの校内ガイ すばらしい。 り増加したが，業

25事業所程度 47事業所 ダンスは予定通り実施 種によっては減少

することができた。 ・ 求人数が増えて したままであった。

② 個に応じたきめ細やかな進路指導を徹 ②-1 保護者への説明及び情報提供 年２回 ②-1 保護者への説明及び情報提供 いる要因としては， 来年度については，

底する。 担任の面談実施回数 各人２回 １回 ・ 就職ガイダンスは， どのようなことが 原材料等の高騰に

②-2 １・２年進路ホームルーム活動の実施 担任の面談実施回数 ３回 Ｂ 密を避けるため２日間 考えられるか。 より不透明な状況
年４回 ②-2 ホームルーム活動の実施 ３回 で申請したが，業者の が続くが，生徒が

②-3 就職・進学資料の提供 年５回 ②-3 就職・進学資料の提供 ３回 都合により１日での開 ・ 「鴨島駅前にぎ 希望する進路選択
②-4 特別な支援を必要とする生徒の進路相 ②-4 特別な支援を必要とする生徒の 催となった。 わいづくり」によ ができることを期
談 随時 進路相談 随時 って，地域ブラン 待したい。

・ 企業見学については ディングがしっか
③ 進路先の確保及び定着化のための指導 ③-1 企業訪問の実施 200事業所 ③-1 企業訪問の実施 101事業所 Ｂ 例年通り実施した。感 りできている。 ・ 就職希望生徒の
体制の充実に努める。 ③-2 学年ごとに教員研修会実施１回 染予防対策を徹底した 職種・企業名など

③-2 学年ごとに教員研修会を実施 年２回 上で見学を行った。 ・ 商工会議所で昨 を早期に実態把握
年の秋から実施し を行い，早めの求

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 ・ コロナ禍のため県外 ている吉野川マル 人開拓に努めたい。

① キャリア教育の推進 ①-1 就職ガイダンス等において外部講師の ①-1 就職ガイダンス等において外部講師の 企業への訪問は，訪問 シェにも出品して

活用を図る。 活用を図った。 先を減らし実施した。 いただいている。 ・ 来年度について

①-2 分野別，職業体験型，就職・進学説明 ①-2 分野別，職業体験型，就職・進学説明 訪問を控えて欲しいと 評判や接客もいい も，大学進学等の

会を実施する。 会を実施した。 要望があった企業には と聞いている。こ 入試制度の変更へ

①-3 就職・進学に向けた５教科の補習を実 ①-3 就職・進学に向けた５教科の補習を実 進路概況を郵送する等 のことが少しでも の対応を考え，進

施する。 施した。 本校の情報提供に努め 生徒の開拓につな 学希望者に対して

①-4 希望する生徒・企業と連携して実施す ①-4 希望する生徒・企業と連携して実施し た。 がれば幸いである。 も放課後など，よ

る。 た。 今後も参加してい り積極的に補習を

・ 「キャリア・パスポ ただきたい。 行い，生徒の学力

② 生徒一人一人の希望がかなう進路実現 ②-1 保護者対象の進路ガイダンスや面談等 ②-1 保護者対象の進路ガイダンスや面談等 ート」等を活用し，進 の底上げを図りた

を実施する。 を実施した。 路ホームルーム活動を ・ ロータリークラ い。

②-2 「キャリアノート」等を活用した進路 ②-2 「キャリア・パスポート」等を活用し 行った。生徒が自ら記 ブの活動にも参加

ホームルーム活動を実施する。 た進路ホームルーム活動を実施した。 録し，将来に向けての してもらっており， ・ 高校生が就職後

②-3 全校集会等を活用し，進路に対する啓 ②-3 全校集会等を活用し，進路に対する啓 取り組み等や進捗状況 ありがたい。鴨島 ３年以内に離職す

発を行うとともに，進路委員を通じて各ホ 発を行うとともに，進路委員を通じて各ホ の自己評価ができた。 駅前の花壇も大変 るケースが依然と

ームルームに資料提供する。 ームルームに資料を提供した。 好評である。 して高い。離職す

②-4 特別な支援を必要とする生徒に対し， ②-4 特別な支援を必要とする生徒に対し， ・ コロナウイルス感染 る生徒を少なくす

担当教員や外部組織と連携して進路指導を 担当教員や外部組織と連携して進路指導を 症拡大による制限があ ・ 地域においては， るために，１・２

進める。 進めた。 る中で，企業訪問など 吉野川高校生を採 年生の学年全員の

の進路開拓が思うよう 用したいという声 生徒がインターン

③ 生徒の離職率の削減 ③-1 新規の企業訪問を実施するなど，積極 ③-1 新規の企業に積極的な進路開拓を実施 に実施できなかった。 も多く聞く。 シップ等に参加で

的な進路開拓を行う。 した。 きる環境を整えた

③-2 学年会等を活用し，進路指導の研修を ③-2 学年会等を活用し，進路指導の研修を ・ 企業は，採用す い。
実施する。 実施した。 る生徒には「生産

性」を求めている。

知識を持っている

ことも大切だが，

きっちりとした時

間意識をもつこと

が以前よりニーズ

が高まっている。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和４年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.６

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

６ 活力ある特別活 （全体レベル） ・ 評価がＢになっ ・ 部活動における

動の推進 ① ホームルーム活動・生徒会活動を活性 ①-1 生徒会活動に対する満足度 75％ ①-1 生徒会活動満足度 80％ Ｂ ているが，コロナ 入部率90％以上を

化させ，自主的・実践的な態度を育成す ①-2 あいさつ運動実施 年８回以上 ①-2 あいさつ運動実施 ４回 Ｂ 禍であることを考 目指したい。実現

る。 ①-3 ホームルーム活動の充実度 75％ ①-3 ホームルーム活動充実度 75％ （所 見） 慮すると，十分活 に向けて部活動委

①-4 各種委員会の充実度 75％ ①-4 各種委員会の充実度 75％ 動されているので 員会を開催し各部

①-5 学校祭の満足度 78％ ①-5 学校祭の満足度 80％ ・ 挨拶運動は生徒会が はないか。 活動のキャプテン

中心となり「あいさつ とのコミュニケー

② １年生の部活動全員加入による部活動 ②-1 部活動加入率 ②-1 部活動加入率 をしよう」という看板 ションを取り生徒

の活性化を図る。 １年100％，2･3年80％ 1年81％・2年62％・3年63％ をもち大きな声で挨拶 の意見を吸い上げ

②-2 各部主将・部長会 年３回以上 ②-2 各部主将・部長会 １回 を行うなど積極的に取 たい。

②-3 各部での取り組みと目標 ②-3 各部での取り組みと目標 り組めていたが，２回

（商業） （商業） しか実施できなかっ ・ 農業科・商業科

全商主催各種競技会県予選 ワープロ競技会 た。 とも来年度も継続

各大会 ３位以内入賞 個人競技 ３位入賞 Ｂ 的な指導を通して

（農業） （農業） ・ 部活動入部率は全体 各競技会，研究発

日本学校農業クラブ各種発表会県予選にお 日本学校農業クラブ各種発表会 で69％と前年より大幅 表会等で全国大会

いて，最優秀賞受賞 ２部門以上 第73回日本農業クラブ全国大会 に減少した。全学年で 出場者の増加を目

押し花アート，フラワーアレンジメント等 農業鑑定競技会 入部率が下がってい 指したい。

のコンクール出展 園芸部門優秀賞 る。来年度の１年生の

全国入賞：１作品以上 押し花，フラワーアレジメント 入部率は100％にした ・ 生徒たちに「見

県内入賞：５作品以上 等のコンクール い。 える応援を」とい

全国入賞:１作品 うことで，試合日

県内入賞:８作品 ・ 商業科の競技会に 程の公開や応援メ

ついては，部員不足等 ッセージの掲示板

③ 地域の環境整備など地域の活性化に貢 ③ 地域清掃を年に２回以上行う。 ③ 地域清掃 ４回 Ｂ で活発な活動ができな 作成を行いたい。

献できる連携活動を推進する。 かった。商業科目への

学習意欲が高い生徒を

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 より増やしていけるよ

① 新学習指導要領に基づいたホームルー ①-1 生徒が自発的に活動し，学校生活の充 ①-1 生徒が自発的に活動し，学校生活の充 う，取り組んでいきた

ム活動，生徒会活動及び学校行事の活性 実や改善について指導する。 実や改善について指導をした。 い。

化 ①-2 校門であいさつ運動を毎月実施する。 ①-2 校門であいさつ運動を実施した。

①-3 各代表生徒を中心に鴨島駅周辺・通学 ①-3 各代表生徒を中心に鴨島駅周辺・通学

路の清掃活動等を生徒が主体となった活動 路の清掃活動等を生徒が主体となった活動 ・ 農業科については，

を実施する。各環境委員を中心に地域の方 を実施した。江川周辺の環境整備活動は実 農業クラブの各種発表

と連携し，江川周辺の環境整備活動を実践 施せず。 や競技会において四国

する。 大会や全国大会への出

①-4 生徒会を中心に企画立案した学校祭を ①-4 生徒会を中心に企画立案した学校祭を 場を決めた。また，押

開催する。 開催した。 し花アートについても

賞を受賞するなど成果

② 部活動及び農業クラブ活動の活性化並 ②-1 部員を積極的に勧誘し活性化を図り， ②-1 部員を積極的に勧誘し活性化を図るこ を上げている。

びに学校リーダーの育成 入部率を向上させる。部活動紹介や勧誘方 とで，入部率の向上を図った。 今後も吉高ならでは

法を工夫する。 の工夫を凝らした指導

②-2 各部主将・部長を中心にルール・マナ ②-2 各部主将・部長を中心にルール・マナ を継続していきたい。

ーの向上を指導させる。 ーの向上を指導した。

②-3 各部による活発な競技活動の展開を目 ②-3 情報処理部によるワープロ競技会にお

指す。プロジェクト発表及び意見発表につ いては，個人競技で県大会第３位となった。

いて，専任の教員が担当する。更に，各顧 また，農業クラブにおける農業鑑定競技会

問等の指導により，アグリクラブでの質の では，全国大会に２名が出場し，１名が優

高い作品作りを展開する。 秀賞を受賞した。押し花アートは放美展に

出品し，四国大学賞１作品，その他５作品

③ 自然保護の視点に立った地域に根ざし が入賞した。

た環境整備活動の推進

③ 学校周辺及び鴨島駅までの通学路の清掃 ③ 学校周辺及び鴨島駅までの通学路の清掃

活動を生徒会と環境美化委員が行う。 活動を生徒会と部活動有志，環境美化委員

が行った。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

７ 防災・環境教育 （全体レベル） ・ 使用料金だけで ・ 本年度は防災士

の推進 ① 自他の生命を尊重し，健康の保持増進 ①-1 防災に関する情報提供 年５回以上 ①-1 防災に関する情報提供 ５回 Ｂ なく，水道・電気 の資格を生徒が取

と安全・防災意識の高揚を図る。 ①-2 避難訓練（地震火災洪水）年２回実施 ①-2 避難訓練 ２回 の使用量も増加し 得することができ

①-3 防災クラブの活動 年５回以上 ①-3 防災クラブの活動 ５回 （ 所 見 ） ているのか。 なかった。来年度

①-4 保健だよりの発行 年８回 ①-4 保健だよりの発行 ８回 Ａ は複数名取得でき

①-5 各種講演会の実施 年３回 ①-5 各種講演会の実施 ２回 ・ 昨年度に引き続き， ・ 防災への取組方 るように配慮した

①-6 健診結果を通知 随時 ①-6 健診結果を通知 随時 毎月の全校集会で呼び はそれぞれの学校 い。

①-7 心身の健康に関する保健調査 年３回 ①-7 心身の健康に関する保健調査 かけを行うなどＣＯＶ や企業で違うので，

３回 ＩＤ－19感染症の安全 なかなか分からな ・ すべての生徒に

② 「新学校版環境ＩＳＯ」承認取得校と ②-1 電気･水道の使用量を10％の上限に押 ②-1 電気使用量は，夏と冬において 対策（マスク着用，手 い部分もある。 対して災害時に冷

しての活動を推進する。 さえる。 は前年度比140％に達した月もある 洗い，うがい）を徹底 静な判断や適切な

が，概ね前年度比110％以内に抑え した。 行動がとれるよう，

ることができた。水道使用量につ 必要な知識を身に

いてはすべての月で前年度比110％ ・ 感染症対策として生 つけさせていきた

を上回る結果となった。 Ｂ 徒保健委員が作成した い。

②-2 毎日の清掃に取り組んでいる。 ②-2 毎日の清掃に取り組んでいる。 啓発ポスターの掲示や

85％以上 91.6％ 手指消毒液・手洗い石 ・ 地域の防災組織

②-3 学校はゴミの落ちていない整った環境 ②-3 学校はゴミの落ちていない整 けん液の補充などの環 との連携を図り，

が保たれている。 80％以上 った環境が保たれている。 77.4％ 境整備を行った。 避難所運営・防災

②-4 毒劇物・農薬使用の軽減 ②-4 毒劇物・農薬使用の軽減 食体験などの訓練

イオウ合剤の使用年１回以下 １回 ・ 保健調査の結果，学 も行いたい。

年が上がるにつれて遅

③ 食の安全・安心の観点からの教育を推 ③-1 食育通信の発行 年１回 ③-1 食育通信の発行 １回 寝・遅起き・朝食欠食 ・ 自然災害などに

進する。 ③-2 食育関連講習会の実施 年３回以上 ③-2 食育関連講習会の実施 １回 Ｂ 等の傾向がみられたた 備え，学校として

め，保健だよりや学校 の防災力の向上強

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 保健委員会で啓発を行 化をより一層図っ

① 防災教育の充実及び自己の健康管理能 ①-1 防災計画を周知徹底するとともに防災 ①-1 防災計画を周知徹底するとともに防災 った。 ていきたい。

力の育成 情報を提供する。 情報を提供した。

①-2 防災訓練の実施及び避難経路・避難場 ①-2 防災訓練の実施及び避難経路・避難場 ・ 校内での生活環境を ・ 節水･節電を生徒

所・危険箇所・防災備蓄品の確認を実施す 所・危険箇所・防災備蓄品の確認及び防災 整えるため，生徒への とともに心がけ，

る。 講演会の実施を計画している。 啓発や清掃の進め方を ＬＥＤ電球の導入

①-3 学校内外で活動を行い，その活動内容 ①-3 学校内外における活動内容の報告を予 見直し，より良い環境 など設備面からの

を報告する。 定中。 で過ごせるようになっ 節電・節水を図っ

①-4 保健だよりを発行する。 ①-4 保健だよりを発行した。 た。 ていきたい。

①-5 心肺蘇生法講習会・歯科保健指導等を ①-5 心肺蘇生法講習会を実施した。

実施する。 ・ 避難訓練はコロナ禍

①-6 保護者に検診結果を通知する。 ①-6 保護者に検診結果を通知した。 のため，消防署参加の

①-7 保健調査を実施し心身の健康問題を把 ①-7 保健調査を実施し心身の健康問題を把 指導は取り止めた。感

握する。 握に努めた。 染症対策をした上で，

学校単独での避難訓練

② 節電・節水・ゴミの分別を行い，校内 ②-1 水道量・電気量の月別の使用量をグラ ②-1 水道量・電気量の月別の使用量をグラ 及び消火訓練を全員参

美化および適正な農薬散布の徹底 フ化して掲示し，節電・節水の呼び掛けを フ化して掲示し，節電・節水の呼び掛けを 加で実施した。

行う。 行った。

②-2 年２回，生徒・職員にアンケート調査 ②-2 年２回，生徒・職員にアンケート調査 ・ イオウ合剤は果樹の

を行う。 を行った。 休眠期における病虫害

②-3 クリーンデイの実施と通常清掃活動を ②-3 クリーンデイを実施した。状況につい 防除のため，用法を守

行い，状況等についてアンケート調査を てのアンケート調査は今後行う予定。 り１回使用した。

行う。

②-4 適正な農薬散布を徹底する。 ②-4 適正な農薬散布を徹底した。

③ 食育の実施 ③-1 食育通信の編集方法に工夫を加え，よ ③-1 食育通信の編集方法に工夫を加え，よ

り効果的に啓発を行う。 り効果的に啓発を行った。

③-2 ＰＴＡ研修活動・家庭クラブ活動で食 ③-2 家庭クラブ活動で食育に関する講習会

育に関する講習会を計画し，食事の重要性 を計画し，食事の重要性を呼びかけた。

を呼びかける。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成


